
指定管理導入施設実績評価シート（令和２年度）

（総額１１５，２１９，４６０円）

使用料収入 目標 8,991,000 円 ⇒ 実績 10,574,370 円

稼働率 目標
40
90

％ ⇒ 実績
29
80

％

利用者数 目標
68,000
36,000

人 ⇒ 実績
44,679
28,250

人

【主な自主事業実施による成果】

施設の設置目的の達成
□

職員の勤務実績・配置状況・労働条件
□ 事業計画書に沿った職員を配置していたか。

□ 必要な資格、経験を有する職員を確保していたか。

□ 出勤状況、勤務形態等、労働条件が適正であったか。

□ 障害者の雇用促進に努めていたか。

職員の研修
□

法令等遵守

□ 関係法令、条例等を遵守していたか。

個人情報保護・情報公開
□

管理記録
□ 業務日誌等を適切に整備、保管していたか。

□ 点検結果や修繕履歴等を適切に記録・保管していたか。

連絡体制
□ 市と指定管理者間で十分に連絡、調整を行っていたか。

□

緊急時対応
□ 事故・災害等の緊急時の連絡体制が確保されていたか。

□

《Ⅰ総　括》 業務の実施体制に関する評価 【標準８項目／当施設　　項目】

施設所管課 産業観光部　商工労働政策課

施　設　名 大津市勤労福祉センター

指定管理者 （一財）大津市勤労者互助会

指定期間 平成３０年４月１日　　　～　　　令和 ５年３月３１日

指定管理料

設置目的
勤労者の福祉の増進及び文化教養の向上を図るため、大津市勤労福祉会館、大津市勤労青少年ホーム、大津市勤労者体育セ
ンターを設置する。

年額２３，０５４，８６５円（令和２年度）

業務内容

・大津市勤労福祉センター条例第２条第１項各号に規定する事業の実施に関する業務
・大津市勤労福祉センター条例第４条第１項に掲げるセンター使用の許可に関する業務
・センターの施設及び設備の維持管理に関する業務
・その他市長が定める業務

主な成果
（自主事業含む）

令和２年度の事業収入全体では、目標を上回る10,574千円、自主事業講座単独においては

　　　8講座8回開催（令和元年度：２０講座２１開催）した。

総合評価

Ⅰ～Ⅳに
よる総合評
価

総合評価コメント

管理運営について、ほぼ仕様書、事業計画書どおりに実施された。
また、新型コロナウイルス感染防止対策として、きめ細やかな対応をされており高い満足度を得られることで目標額を
上回る使用料収入の増加につながったと見受けられた。
今後の見通しについて新型コロナウイルス感染症の終息が見えない厳しい状況ではあるが、引き続き利用者への丁
寧な対応をお願いしたい。

B
 (良好)

評 価 項 目 及 び 評 価 の 視 点 確認資料 自己評価 自己評価事由 所管課評価 所管課確認事項

B
 (良好)

設置目的に準じた計画をた
て管理運営ができている。 B

 (良好)

勤労者の福祉増進、文
化教養が図れる管理・運
営に努めていた。

施設の設置目的を十分に理解し、それを踏まえ管理運
営に努めていたか。

事業計画書、
日報、勤務
表、資格証、
実地調査

B
 (良好)

日報、勤務表を正確に記
入し、勤務状況を把握して
業務に反映。各自が特性・
経験に応じた職責を担当
し、主体性をもち職務に従
事できている。

B
 (良好)

事業計画書に添い、適正
な職員配置を行えてい
た。

事業計画書、
事業報告書、
研修資料等

B
 (良好)

事業計画に基づき研修を
行い、問題点等の共有が
図れている。

B
 (良好)

地震時における避難訓
練などを計画どおり実施
された。

事業計画書に基づき、業務に必要な研修、教育が実施
できたか。

仕様書、関係
書類等、実地
調査

B
 (良好)

仕様書、条例に基づき活動
している。

B
 (良好)

大津市勤労福祉センター
条例等を遵守していた。

協定書、管理
方法（実地調
査）

B
 (良好)

個人情報などは、鍵の掛か
る場所に適切に管理保管
している。

B
 (良好)

適正に管理されているこ
とをモニタリング時に確
認した。

個人情報・情報公開の取り扱いについて、協定書に基
づき適切に行っていたか。

日報、点検結
果等関係書
類、実地調査

B
 (良好)

業務日誌、点検結果、補修
記録を保管し、館の運営に
反映している。

B
 (良好)

モニタリング時に日誌等
を確認した。

事業計画書、
事業報告書等
関係書類

B
 (良好)

市と必要に応じ連絡調整を
行い、各種計画書や報告
書の作成・提出を行ってい
る。

B
 (良好)

年度当初に対応できるよ
う体制が構築されてい
た。事業計画書、月報、事業報告書、その他報告書等の提

出や内容が適正であったか。

事業計画書、
事業報告書、
緊急時対応マ
ニュアル

B
 (良好)

緊急時対応のマニュアルも
備え、緊急時の訓練なども
定期的に行っている。

B
 (良好)

緊急を要する事案は発生し
なかったが、消防などの訓
練は定期的に開催されてい
た。

緊急時のマニュアルが整備され、定期的に訓練等を行
うなど、職員への指導徹底を図っていたか。

B  (良好) B  (良好)

Ⅰ
実
施
体
制

事業計画書、
事業報告書



指定管理導入施設実績評価シート（令和２年度）

施設管理
□ 開館日、開館時間を遵守していたか。

□

利用状況
□

利用者対応

□

□ 服装、言葉遣い、接客態度等の接遇は適切であったか。
□ 利用者に対して設備、備品等を適切に提供したか。

事業運営
□ 事業計画書に則し、事業を計画どおり実施したか。

□ 施設の設置目的に沿った自主事業を実施したか。

□ 利用者の満足度を高める工夫がされたか。

□

維持管理
□

□ 修繕が必要な箇所について、適切に対応したか。

□ 日常の清掃、保安、警備は適切に実施しているか。

□ 備品台帳に基づき備品を管理、修繕したか。

□

情報提供
□

□ ホームページの管理は適切に行っていたか。

環境配慮

□

意見・要望・苦情
□

□

利用者アンケート

□

《Ⅱ総　括》 業務の内容・水準に関する評価　【標準９項目／当施設　項目】

経理事務
□ 専用口座、帳簿等を備え、適切に経理事務を行ったか。

□ 経理区分を設け、指定管理料を適正に執行していたか。

□

収支状況
□

□ 収支状況が対前年度比及び当初の目標を達成しているか。

経費節減の取組
□

□

《Ⅲ総　括》 経費の収支等に関する評価　【標準３項目／当施設　項目】

その他
□ 努力事項として掲げた施設改善の取り組みを推進したか。

《Ⅳ総　括》 その他に関する評価　【当施設　項目】

【施設所管課】

※評価基準：項目別評価、《総括》、総合評価の評価基準（A～D）は、モニタリングチェックシートと同様とする。

評 価 項 目 及 び 評 価 の 視 点 確認資料 自己評価 自己評価事由 所管課評価 所管課確認事項

Ⅱ
内
容
・
水
準

事業計画書、
日報 B

 (良好)

開館日、時間を遵守し、定
期的に巡回するなど事故
防止安全確保に、努めてい
る。

B
 (良好)

適正に行えており、簡易修
繕などは直営でされてい
た。事故防止及び安全確保のために必要な対策を講じてい

たか。
事業計画書、
事業報告書 B

 (良好)

コロナ禍による臨時休館を
１か月余り実施したことか
ら、利用が減っている。

B
 (良好)

新型コロナウイルスの影響
により、稼働率、利用者数と
もに減となった。

利用者数、稼働率等が前年度実績や目標と比較し適正
な水準であったか。

業務マニュア
ル、意見・苦
情等受付簿、
アンケート、
実地調査

B
 (良好)

職員の迅速で丁寧な対応、
設備の清潔で安全な管理
は非常に評価を受けてい
る。
快適性UPのための設備の
充実も行っている。

B
 (良好)

利用者の対応について
適切に行えた。

利用許可や案内等、職員の応対は迅速かつ適切に行っ
たか。

事業計画書、
事業報告書、
自主事業計画
書、実地調査

B
 (良好)

コロナ禍による臨時休館や
感染予防のため自主事業
の開催自粛を行った。

B
 (良好)

選定時の提案内容も加
味し、事業計画に基づい
た適正な運営が行えた。

自主事業の実施により市民サービスの向上に効果が
あったか。

仕様書、備品
台帳、点検結
果、委託契約
書、実地調査 B

 (良好)

臨時休館中も機器の定期
点検や施設の日常清掃に
加え、使用前、使用後にお
いて、机、椅子、備品に至
るまでアルコール消毒を徹
底して行った。引き続き実
施するとともに、建物周辺
の美観を保っている。

B
 (良好)

基本協定の修繕範囲につ
いては、指定管理者で修繕
された。また、消耗品、用具
などの買替えも実施されて
いた。

施設、設備の保守管理(点検・修繕)を計画的に実施し
たか。

植栽、樹木等の維持管理を定期的に実施し、美観が保
たれていたか。

パンフレッ
ト・ホーム
ページ等、実
地調査

B
 (良好)

互助会だよりを発行、ホーム
ページのメンテナンスも適切に
行っている。また、地域密着の
FMおおつにおいてPRを行って
いる。

B
 (良好)

ホームページなどを活用し、
空状況などの周知がされ
た。またFMおおつにおいて
活動紹介をされた。

施設案内、事業の開催案内等のパンフレット類を整備
し、情報発信に努めていたか。

関係書類、実
地調査 B

 (良好)

省資源や省エネルギー、適
正な空調温度設定、再生
紙の使用などに努めている

B
 (良好)

省資源や、省エネルギー、
適正な空調温度設定、再生
紙の使用などに努め環境に
配慮している。

省資源、省エネルギー等環境への配慮、リサイクル等
の推進等に努めていたか。

事業計画書、
事業報告書、
日報、アン
ケート

B
 (良好)

日々の運営で、利用者から
の声などに迅速に対応し、
かつ日報で引継ぎを適切
に行い、運営に反映してい
る。

B
 (良好)

利用者意見の収集等を
適正に行い、対応可能な
ものについては処理され
ていた。

意見・要望・苦情等を把握する仕組みを確立している
か。

要望・苦情等の対応に迅速かつ適切に対応し、可能な
ものは管理運営に反映していたか。

事業計画書、
アンケート、
実地調査

B
 (良好)

各種講座終了時や適宜個
人利用者にアンケートを行
うなど、意見や要望を把
握、迅速に管理運営に反
映している。

B
 (良好)

アンケート調査について
適正に行い、反映されて
いた。

利用者アンケート調査等を実施するなど、利用者ニー
ズを積極的に把握し、その結果を管理運営に反映して
いたか。

B  (良好) B  (良好)

Ⅲ
収
支
等

預金通帳、出
納帳、利用申
請書・減免申
請書等、実地
調査（金庫等）

B
 (良好)

現金は、出納簿を備え、
日々確認をし適切に経理
事務を行っている。指定管
理料を適正に執行してい
る。

B
 (良好)

経理事務について適正に行
えた。

料金徴収、減免、還付の手続きは適切に処理していた
か。

事業計画書、
事業報告書 B

 (良好)
予算書と常に照合し事
業実施に当たっている。

B
 (良好)

収支状況は妥当な水準
である。

予算と決算に大幅な相違がなく、収入―支出はプラス
となっているか。

仕様書、事業
計画書、委託
契約書、実地
調査

B
 (良好)

日頃より予算内で執行でき
るよう無駄を省くように努め
ている。再委託先とは、契
約書に基づき適切に実施
されていることを確認して
いる。

B
 (良好)

清掃、保守点検など長期契
約を結び委託料の削減に
努めている。

経費削減に向けた取り組みを積極的に実施し、その効
果が上がったか。

清掃、警備、保守点検、修繕等の再委託が適切な水
準、内容で実施されたか。

B  (良好) B  (良好)

Ⅳ
そ
の
他

実地調査
A

 (優良)

自然換気を推進するため、
網戸の設置や畳の張替を
行った。

B
 (良好)

利用者が快適に利用できる
様、施設整備などの対応を
された。

※評価手順：

B  (良好) B  (良好)

特記事項等
(課題・成果)

【指定管理者】
令和2年度は、新型コロナウイルス感染症予防対策として、体育センターは４月１５日から、勤労福祉センターは４月１８日から最終的に５月３１日までの間、臨時休館となった。これに伴い、抽選会の問合せ対応や被使用許可
者への休館の連絡及び利用料返金等の事務が集中するとともに、職員の感染予防対策として勤務体制を縮小したことも加わり、事務に追われることとなった。６月１日からの貸館再開後、直接コロナに関連した事案は発生し
ていないものの感染を警戒して利用を控える傾向が続いており、使用率は、前年度よりセンター、体育センターともに8％の減となっている。なお、再開後、利用者アンケートで健康チェックを行うとともに、各室の定員を半分と
し、和室、研修室では１室申込の場合、もう１室を貸出不可とし、体育センターでは、半面20名までとするなどの自主規制を行っている。

施設管理及び事業運営について、事業計画書、仕様書に基づいて適切に行っている。
新型コロナウイルス感染症の影響があり様々な業務が発生する中、利用者に寄り添った対応をされた。また、感染対策について可能な限り最大限に実施をされた。
新型コロナウイルス感染症の防止対策を講じ、利用者のニーズに対応した様々な講座や教室の開催を引き続き実施され、利用者等の増加につなげてもらいたい。

指定管理者自己評価 所管課評価 行政改革推進課（ホームページ等により結果公表） 指定管理者 
提出 通知 

送付 


